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◆主な内容◆
■さくらまつりのお知らせ……………………P5
■奨学金貸与申請の受付………………………P6
■マイナンバー制度が始まります……………P7
■議会だより……………………………………P8～19
■けんこうカレンダー…………………………P22

さぁ、未来のアスリートたち Run！
（関連記事　2〜3ページ）



（2）平成27年２月24日 広報 おおたき  No.558

　第38回大多喜城マラソン大会が1月25日（日）に開催され、小学生から一般まで356名が出
場しました。
　参加者は沿道からの声援を受け、新春の大多喜城下を駆け抜けました。
　大会結果は次のとおりです。（敬称略）

大多喜城マラソン大会に356名が出場

小学校3、4年男子
1,300m

中学生男子
3,000m

小学校1、2年女子
1,000m

小学校5、6年女子
2,000m

小学校1、2年男子
1,000m 

小学校5、6年男子
2,000m

小学校3、4年女子
1,300m

中学生女子
2,000m

1
位

磯
いそ の

野　利
と わ

和
（茂原市・東部小） 4分21秒

2
位

須
すとう

藤　大
ひろと

翔
（大多喜小） 4分34秒

3
位

渡
わたなべ

辺　浩
ひろふみ

史
（西小） 4分35秒

1
位

鈴
すずき

木　崇
たかや

也
（勝浦中） 9分43秒

2
位

吉
よしだ

田　壮
そうし

志
（国吉中） 9分49秒

3
位

所
ところ

　　勇
ゆうた

太
（岬中） 9分53秒

1
位

長
は せ が わ

谷川瑠
る か

海
（大原小） 4分22秒

2
位

松
まつた

田　一
いちか

花
（鴨川小） 4分26秒

3
位

渡
わたなべ

邉　寧
ね ね

乃
（大多喜小） 4分30秒

1
位

杉
すぎやま

山万
ま ゆ こ

由子
（大多喜中） 6分24秒

2
位

鈴
すずき

木　瑞
みずき

生
（国吉中） 6分26秒

3
位

小
こだか

髙　美
み お

音
（大多喜中） 6分28秒

1
位

本
ほんだ

多　莉
り こ

子
（市原市・青葉台小） 3分37秒

2
位

所
ところ

　　愛
あいな

菜
（太東小） 3分40秒

3
位

佐
さ せ

瀬梨
り あ な

亜菜
（勝浦小） 4分16秒

1
位

所
ところ

　　春
はるな

菜
（太東小） 6分47秒

2
位

今
いまぜき

関　玲
れいな

奈
（中川小） 7分1秒

3
位

永
ながの

野紗
さ よ こ

代子
（総元小） 7分19秒

1
位

松
まつむら

村　達
たつや

也
（大網白里市・瑞穂小） 3分26秒

2
位

米
よねもと

本　壮
そうた

汰
（西小） 3分33秒

3
位

陣
じんの

野咲
しょうたろう

太郎
（千葉市・小谷小） 3分33秒

1
位

鎗
やりた

田　大
だいき

輝
（太東小） 6分23秒

2
位

鎗
やりた

田　光
みつき

希
（太東小） 6分27秒

3
位

松
まつた

田　一
いっき

希
（鴨川小） 6分53秒



　1月25日（日）、大多喜町中央公民館で平成26年
度大多喜町体育功労者表彰式が行われました。
　表彰式では、今年度の大多喜町の体育及びスポー
ツ振興に関し、特に功績のあった個人29名及び4団
体が表彰され、各賞を受賞されました。

平成26年度　大多喜町体育功労者表彰

ゲートボール（町体育協会ゲートボール部）
　古

こ や ま

山　信
しんいち

一
軟式野球（大多喜町スポーツ少年団）　　　　
　中

なかむら

村　 雄
たけし

<個人>
　柔道（大多喜中）　關

せき

　龍
りゅうせい

聖、野
の ぐ ち

口　佳
か な

奈
　　　　　　　　　　本

ほ ん ま

間　彩
あ や の

乃
<団体>
（大多喜町スポーツ少年団）　大多喜町少年柔道クラブ
<個人>
　陸上（大多喜中）　浅

あ さ の

野　麻
ま な

那、市
いちはら

原　壮
そ う ま

真、川
かわさき

﨑　優
ゆ う か

花、小
こ だ か

髙　美
み お

音、小
こ は ら

原　慧
けい

　　　　　　　　　　関
せき

　優
ゆ づ き

月、野
の ぐ ち

口　菜
な な み

々美、渡
わたなべ

辺　佳
か す み

純
　柔道（大多喜中）　東

とうかわ

川　芽
め い

生、本
ほ ん ま

間　拓
た く み

彌、鈴
す ず き

木　盛
もりあつ

篤、花
はなざき

﨑　結
ゆ あ

愛
　　　（大多喜町少年柔道クラブ）　麻

あ そ う

生　大
ひ ろ と

翔、安
あんどう

藤　煌
あ き ほ

歩、井
い げ た

桁　飛
つ ば さ

翔、磯
い そ の

野　隼
しゅんすけ

輔
　　　　　　　　　　　　　　　　　髙

たかはし

橋　恋
れ ん か

花、田
た じ ま

島　嘉
よしはる

春、東
とうかわ

川　伯
はく

　柔道・陸上（大多喜中）　香
か が わ

川　正
まさのぶ

宣
　卓球（大多喜中）　　　　加

か と う

藤　士
しりゅう

琉、島
し ま づ

津　裕
ひ ろ き

貴、平
ひらばやし

林　颯
そ う た

太
<団体>
　大多喜中学校陸上部　女子団体　　大多喜中学校柔道部　女子団体
　大多喜中学校卓球部　男子団体　　大多喜中学校ソフトテニス部　男子団体

功労
表彰

優秀
表彰

奨励
表彰

▲表彰されたみなさん
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一般女子
3,000ｍ

一般（40歳以上）
5,000m

一般（39歳以下）
5,000m

1
位

渡
わたなべ

邉優
ゆ め か

女花
（大多喜高校） 10分24秒

2
位

本
ほん ま

間　たみ
（茂原高校） 10分57秒

3
位

國
こくぶん

分絵
え り な

莉奈
（茂原北陵高校） 13分0秒

1
位
高
たかはし

橋　　渉
わたる

（大多喜町） 17分18秒

2
位

所
ところ

　　一
かずゆき

幸
（いすみ市） 17分36秒

3
位

酒
さか い

井　信
のぶお

夫
（大多喜町） 17分38秒

1
位

高
たかはし

橋　政
かずまさ

将
（大原高校） 15分43秒

2
位

岩
いわ せ

瀬　泰
やすゆき

行
（大多喜高校） 15分59秒

3
位

冬
ふゆ き

木　瑶
よういち

市
（茂原高校） 16分2秒



地域の安全を守る！小学校・郵便局・警察による不審者対応訓練

　昨年4月から、中央公民館で、ヨガ教室が開催されています。教室の開
始は午後7時からで、仕事帰りの方でも気軽に参加できると好評です。
教室は、ヨガインストラクターの小宮山先生の指導のもと、リラックス

　大多喜小学校、郵便局と勝浦警察署の合同に
よる「不審者対応訓練」が行われました。
　訓練では、帰宅途中の小学生が、不審者に声
をかけられ車に乗せられそうになった時に、バ
イクで走行中の郵便局員に助けを求め、警察に
通報してもらう想定で行われました。
　今回の訓練は、子どもたちが危険に遭遇した
ときに、駆け込むことができる家や企業を示

す「子ども110番の家」活動の一環と
して行われました。町内を昼夜走行
し、地域に根ざした仕事をしている
郵便局員からは、「不審な人がいた
ら声をかけてください。」と心強い

話がありました。

　大多喜高校サッカー部OB会主催による第14回大多喜町近隣
少年サッカー大会が、12月13日（土）大多喜町海洋センター
多目的広場において開催されました。夷隅郡市内、茂原市内か
ら総勢16チームが参加し、日頃の練習の成果を充分に発揮した
熱戦が繰り広げられました。
　試合の結果は、過去の大会において4回優勝している大原FC
が貫録を示して5回目の優勝を飾るほか、年々力をつけてきて
いる東海FCが準優勝に、また昨年度の大会で初優勝をした御宿
FCはPK戦を制し第3位につけました。
　本町からは大多喜FC、西小学校そして今大会が最後となる
FCフサモトが文字通りFC総元ファイナルと改称し大会に臨み

第14回大多喜町近隣少年サッカー大会

“ココロ”と“カラダ”をほぐす 公民館のヨガ教室

は
い
、深
呼
吸
を
し
ま
し
ょ
う▲自分の心と身体と向き合います

郵便局の
お兄さん、

助けてください！！

ましたが、いずれのチームも惜しくも2回戦で敗退しました。
　寒空の下、応援に駆け付けた保護者からはピッチで活躍する選手たちに
熱い声援が送られていました。
【参加チーム】
　大原FC・東海FC・御宿FC・国吉FC・FC中川・FC総元ファイナル
　茂原SC・西小学校・長者FC・太東FC・大多喜FC・浪花FC・興津FC
　FC千町・中根ORANGEWAVE・東小FC

できる音楽がかかる中で、深い呼吸を意識しながら様々なヨ
ガのポーズをじっくりと行っていきます。ヨガを続けること
により、身体のバランスが正され、肩こりや冷え性の解消・
予防につながり、また、ヨガの呼吸法により心身の状態が安
定すると言われています。
　参加者は「爽快になります。」「神経と筋肉のつながりが
分かるようになった。」と、すっきりとした顔をされていま
した。

問合せ　中央公民館　☎82-3188

今年で最後の出場となるFC総元ファイナル

来年は自主グループで
活動します
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大
多
喜

さ
く
ら
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
す

大
多
喜
か
ぐ
や
蓮
に
よ
る
、

大
多
喜
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

よ
さ
こ
い
踊
り
の
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
す

大
多
喜
城
の
白
壁
に
桜
が
映
え
る
、

歴
史
情
緒
あ
ふ
れ
る

お
花
見
を
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　

３
月
28
日
（
土
）
午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時　

雨
天
決
行

（
一
部
中
止
）

会
場　

大
多
喜
城

催
し
物　

琴
の
演
奏
、
お
茶
席
、

大
多
喜
高
校
マ
ン
ド
リ
ン
ギ

タ
ー
部
の
演
奏
、
出
店
な
ど

※
そ
の
他
、
上
総
中
野
駅
前
に
て

地
元
の
有
志
の
方
々
に
よ
る
模

擬
店
、
農
産
物
の
直
売
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

大
多
喜
町
観
光
協
会　

　

☎
80

－

１
１
４
６

日
時　

３
月
28
日
（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
数
回
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
す
。

場
所　

中
央
公
民
館
駐
車
場

　
　
　

雨
天
時　

中
央
公
民
館

　
　
　

ホ
ー
ル

　

当
日
は
、
参
加
し
た
方
へ
の

踊
り
の
講
習
会
も
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

※
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
は
、
26
年

度
大
多
喜
町
ま
ち
づ
く
り
提
言

事
業
で
採
択
さ
れ
た
事
業
で
、

曲
に
、
よ
さ
こ
い
踊
り
を
振
り

付
け
さ
れ
た
踊
り
の
発
表
会
と

な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
大
多
喜
か
ぐ
や
蓮

　

代
表　

柴
崎　

　

☎
83

−

1
0
6
3
ま
で

大切な一票です。棄権せず、必ず投票しましょう。
『 さぁ行くぞ　明日につながる　この一票 』

４月１２日（日）は、千葉県議会議員一般選挙の投票日です。

  

投
　
票
　
日

　
平
成
27
年
４
月
12
日
（
日
）

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

  

投
　
票
　
所

　

投
票
は
、
次
の
町
内
７
か
所
の
投
票

所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
投
票
時
間
は
、
午
前
７
時

か
ら
午
後
８
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

第
１
投
票
所

　

旧
老
川
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル

第
２
投
票
所

　

粟
又
ふ
る
さ
と
館

第
３
投
票
所

　

西
中
学
校
体
育
館

第
４
投
票
所

　

農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

第
５
投
票
所

　

総
元
小
学
校
体
育
館

第
６
投
票
所

　

み
つ
ば
保
育
園

第
７
投
票
所

　

上
瀑
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

  

投
票
で
き
る
方

大
多
喜
町
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
が
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

る
に
は
、
次
の
要
件
が
必
要
で
す
。

※
年
齢
要
件　

満
20
歳
以
上

（
平
成
７
年
４
月
13
日
以
前
生
ま
れ
）

※
住
所
要
件　

平
成
27
年
1
月
2
日

以
前
に
大
多
喜
町
に
転
入
の
届
出
を

し
、
平
成
27
年
４
月
２
日
現
在
も
引

き
続
き
大
多
喜
町
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※
最
近
、
転
居
し
て
来
ら
れ
た
方
へ

　

平
成
27
年
1
月
3
日
以
降
に
、
本

町
に
転
居
し
て
来
ら
れ
た
方
は
、
本

町
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
が
、
千
葉

県
内
の
他
の
市
町
村
か
ら
転
居
さ
れ

た
方
は
、
旧
住
所
地
で
投
票
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。　

　

な
お
、
こ
の
場
合
、
投
票
の
際
に

は
、
市
区
町
村
長
が
発
行
す
る
「
引
き

続
き
県
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
の
証
明

書
」
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど

の
理
由
に
よ
り
投
票
所
で
投
票
で
き

な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

期
間　
４
月
４
日
（
土
）
か
ら

　
　
　
４
月
11
日
（
土
）
ま
で

時
間　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　

午
後
８
時
ま
で

場
所　

役
場
中
庁
舎　

　
　
　

第
４
会
議
室

  

開
　
票

　

４
月
12
日
（
日
）
午
後
９
時
か
ら

役
場
中
庁
舎
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
す
。

問
合
せ
先

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
82

−

２
１
１
１

 

（
内
線
２
１
２
・
２
１
５
）

▲お城まつりでの躍動的な踊り
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　町では、経済的理由により高等学校や大学などへの修学が困難な方に奨学金の貸与を行っていま
す。貸与申請の受付期間は3月2日（月）から3月20日（金）までです。貸与を希望される方は、教育
委員会教育課までお問い合わせください。

≪申請資格≫
　次の事項にすべて該当する方

○上記の学校種別に該当する学校に在学または入学が決まっている者
○町内に住所を有する者または申請者の生計を維持する者が、町内に住所を有している者
○家族全体の所得額が一定の基準以下である者

≪貸与期間≫
　正規の修学期間が終了する月まで
≪返済方法≫
　卒業後１１年以内（無利子）
≪申請期間≫
　平成27年3月2日（月）～3月20日(金)
≪選考結果通知時期≫
　平成27年4月上旬

評価結果については、町のホームページ及び役場内町政資料コーナーでご覧になれます。

１．行政評価制度の導入について
　行政評価は、行政サービスの向上を目的として、町が行っている政策・施策・事務事業を評価し、町
民に対する説明責任や行政運営の透明性の向上、さらには改善や見直しを行うものです。
　町では、制度導入に当たり事務事業評価を実施し、職員がそれぞれの仕事の目的や成果を意識し、事
業の数値化、費用効果の分析、課題解決能力の習得を身につけ、職員の意識改革を図りながら行財政の
体質改善を行います。
　　
２．事務事業評価
　事務事業評価は、単に事業のやり方を見直しコスト削減するためのものではなく、事業の成果に着目
し、目的妥当性、有効性、効率性、公平性、優先性の視点から測定又は分析し、意思決定や事業内容の
改善、見直しなどに活用するものです。
　　　
３．評価対象
　平成２５年度実施事業（３４事業）を対象として実施しました。

問合せ　企画財政課　企画政策係　☎８２－２１１２　

平成27年度

大多喜町奨学金貸与申請の受付が始まります

学校種 区　分 貸与月額
高等学校 15,000円

中等教育学校 後期課程 15,000円
特別支援学校 高等部 15,000円

大　学 国立・公立 20,000円
私立 30,000円

高等専門学校 1年から3年 15,000円
4年から5年 20,000円

専修学校 高等課程 15,000円
専門課程 20,000円

問合せ　教育課　学校教育係　☎８２−３０１０

行政評価結果を公表しています
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環境センターから回収方法の一部変更についてご案内
　平成27年4月1日から以下のとおり回収方法が一部変更になります。ごみの分別について、皆様のご協力をお願いします。

　平成２８年１月から始まるマイナンバー制度について、お知らせします。
●マイナンバー制度とは何ですか？

　マイナンバー（個人番号）とは、皆さん一人ひとりが持つ１２桁の番号のことで、公平・公正
な社会の実現、国民の利便性の向上、行政の効率化を図るため導入される制度です。
　マイナンバーは一生使うものですので、大切にしてください。

●いつから始まりますか？
　平成２７年１０月から、皆さんにマイナンバーをお知らせする「通知カード」が送付されます。
　平成２８年１月からは、社会保障、税、災害対策分野の法律で定められた行政手続で、マイナ
ンバーの利用が開始されます。
　また、希望者には「個人番号カード」が交付されます。
　この「個人番号カード」には、氏名、住所、生年月日、性別に加え、マイナンバー、本人写真
なども表示されているため、身分証明書等に使用することができます。

●どのような効果が期待されますか？
　マイナンバー制度が導入されることにより、所得情報や他の行政サービスの受給状況を把握し
やすくなり、不正受給の防止や本当に困っている方へのきめ細やかな支援を行うことができるよ
うになります。
　また、平成２９年１月からは国の行政機関などで、平成２９年７月からは地方公共団体で情報
連携が始まり、役所への各種申請や申告時に添付する書類の提出が不要になるなど、皆さんの負
担が軽減されるようになります。

 （具体的な例　※現時点での想定です。）
　・町に児童手当の現況届を提出するときにマイナンバーを提示することで、
　　健康保険証の添付を省略することができる。
　・年金事務所に厚生年金を受け取る手続をするときにマイナンバーを
　　提示することで、住民票等の添付を省略することができる。

　さらに、情報連携が図られることで、各種情報の照合などに要する
　時間が削減されるなど、行政事務の効率化が期待されます。

●問合せ先
　マイナンバー制度の詳細については、内閣官房社会保障改革担当室・内閣府大臣官房番号制度担
当室のホームページをご覧いただくか、コールセンターへお問い合わせください。

　　①内閣官房　社会保障・税番号制度ホームページ
　　　　　　　　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html
　　②マイナンバーコールセンター
　　　　　　　　☎０５７０−２０−０１７８（平日９時３０分から１７時３０分まで）

　改正版（平成27年4月1日から適用）「ごみの正しい出し方」をご確認下さい。
　問合せ　環境センター　☎83-0331

平成２８年１月から
マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）が始まります

品名 変更前

衣類布類
可燃ごみ

町指定袋に入れる。

パソコン 出せないごみ

変更後
資源ごみ
衣類布類を透明な袋などに入れて出して下さい。
紙類の収集日に回収します。
出せるごみ
パソコン（ディスプレイモニターを除く）。
その他不燃ごみの収集日に回収します。
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議
会
だ
よ
り

編
集

　
議
会
報
編
集
委
員
会

平
成
26
年
定
例
会
12
月
会
議

　

定
例
会
12
月
会
議
が
12
月
5
日
・
8
日
に
開
催
さ
れ
、
9
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
条
例
改
正
や
平
成

26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
議
案
13
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
案
の
内
容
や
一
般
質
問
は
、
紙
面
の
都
合
上
要
約
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
町
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
会
議
録
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

諮
問

町
道
認
定

廃
止

条
例

 【
諮
問
第
１
・
２
号
】

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

人

※

権
擁
護
委
員
の
加
曽
利
敏
之
氏

（
粟
又
）
と
、
細
谷
光
江
氏
（
庄

司
）
が
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

再
度
、
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る

こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

※
人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
法
に
基
づ
い
て
、

人
権
相
談
を
受
け
た
り
人
権
の
考
え

を
広
め
る
活
動
を
し
て
い
る
民
間
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
無
報
酬
で
、
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
大
多
喜
町

は
5
名
配
置
さ
れ
て
い
る
。

 【
議
案
第
１
号
】

　

町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　

以
下
の
4
路
線
を
町
道
に
認
定
し

ま
し
た
。

路線名 起　点 終　点 延長（ｍ） 幅員（ｍ）

中 堀 線 平 沢 字 面 白
7 3 2 番 4 地 先

平 沢 字 細 尾
9 7 6 番 地 先 1,063.2 4.0～5.2

猿 下 線 紙 敷 字 栂 ノ 木
1432番1地先

紙 敷 字 野 中
1281番1地先 582.0 3.0～6.6

弥喜用北ノ前
廣 畑 線

弥喜用字北ノ前
8 5 番 1 地 先

弥喜用字廣畑
154番1地先 97.3 4.8～8.2

大 戸 立 脇 線 大 戸 字 立 脇
3 7 7 番 1 地 先

大 戸 字 立 脇
3 6 6 番 地 先 87.0 3.0

 【
議
案
第
２
号
】

　

大
多
喜
町
と
い
す
み
市
と
の
間
に

お
け
る
学
校
給
食
事
務
委
託
の
廃

止
に
つ
い
て

　

い
す
み
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
完
成
に
伴
い
、
い
す
み
市
か
ら

委
託
さ
れ
て
い
た
旧
夷
隅
町
の
学

校
給
食
事
務
を
、
平
成
27
年
3
月

31
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

 【
議
案
第
３
号
】

　

大
多
喜
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

設
置
、
管
理
及
び
職
員
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

  

い
す
み
市
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る

学
校
給
食
事
務
を
廃
止
す
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
の
定
数
を
10
名
か
ら
、
い
す
み
市

選
出
委
員
5
名
を
削
除
し
、
5
名
以

内
に
改
め
ま
し
た
。

 【
議
案
第
4
号
】

　

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

出
産
時
の
保
険
料
の
改
定
に
伴
い
、

出
※

産
育
児
一
時
金
が
、
39
万
円

か
ら
40
万
4
千
円
に
改
め
ら
れ
ま

し
た
。

※
出
産
育
児
一
時
金

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
（
被

保
険
者
及
び
被
扶
養
者
）
が
出
産

し
た
と
き
に
、
申
請
に
よ
り
、
1

児
に
つ
き
42
万
円
が
支
給
さ
れ

る
。
（
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加

入
し
て
い
な
い
医
療
機
関
等
で
出

産
し
た
場
合
は
40
万
4
千
円
と
な

る
。
）

 【
議
案
第
５
号
】

　

大
多
喜
町
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
対
象
は
、

現
在
、
通
院
医
療
費
が
小
学
6
年

生
ま
で
、
入
院
医
療
費
が
中
学
3

年
生
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

通
院
医
療
に
つ
い
て
も
、
平
成
27
年

4
月
1
日
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
拡

大
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
関
連　

15
ペ
ー
ジ
）
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議
会
だ
よ
り

補正予算

会　　計 補正額 補正後の総予算額 主　な　内　容

一般会計（第10号） 18,611 4,653,317

・鉄道輸送対策事業費補助金
・障害者福祉事業
・地籍調査事業
・大多喜小学校外構整備工事

△8,335
9,208
4,191
3,046

一般会計（第11号） 10,271 4,663,588 ・ふるさと基金積立金
・ふるさと納税事業

 6,000
4,271

鉄道経営対策事業基金
特別会計（第1号） △44,833 365 ・いすみ鉄道車両更新等交付金 △44,833

国民健康保険特別会計
（第3号） 10,030 1,371,442

・一般被保険者高額療養費
・一般被保険者療養費
・人間ドック経費補助金 

8,500
700

 570
介護保険特別会計

（第3号） 6,101 1,075,917 ・居宅介護住宅改修費
・償還金利子及び割引料

1,030
4,694

水道事業 補正額 補正後の総予算額 主　な　内　容

収益的 支出 1,833 489,670 ・汚泥浚渫委託料 1,183

資本的 支出 200 216,829 ・時間外手当 200

（単位：千円　△は減額）

【定例会12月会議審議結果】

＊○は賛成　●は反対
＊小髙議長は議事進行のため、採決に加わりません。

根本 吉野
一男 麻生 野村 江澤 志関 渡辺 吉野

僖一 山田 野中 小髙 結果

諮問第1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 適任

諮問第2号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 適任

議案第1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第2号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第3号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第4号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第5号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第6号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第7号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第8号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第9号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第10号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第11号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案
議員

【議案第 6 号】　 一般会計補正予算（第10号）
【議案第 7 号】　 鉄道経営対策事業基金特別会計補正予算（第1号）
【議案第 8 号】　 国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
【議案第 9 号】　 介護保険特別会計補正予算（第3号）
【議案第10号】　 水道事業会計補正予算（第3号）
【議案第11号】　 一般会計補正予算（第11号）　
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議
会
だ
よ
り

質　問　議　員 質　問　事　項

山田　久子
1．平成27年度予算編成等について
2．人材育成・協働のまちづくり等について
3．介護支援ボランティアポイント制度の導入について

野村　賢一
1．人口減少（少子化）・過疎化問題とこれからの対策について
2．自然林の復旧工事について

麻生　勇
1．西畑地区の活性化対策について
2．学校統合問題について
3．町の創生について

志関　武良夫
1．道路拡幅工事について
2．河川整備について

渡辺　泰宣
１．防災訓練について
2．福祉センターについて
3．町づくりアンケート集計結果について

野中　眞弓
1．予防接種助成拡充について
2．入学準備金貸付制度の創設について
3．消防団の待遇改善について

吉野　僖一
1．人口減少問題について
2．道路の整備計画について
3．地籍調査について

根本　年生
1．人口減少に歯止めをかけるために
2．移住希望者及び移住者懇談会について
3．協働のまちづくりについて

吉野　一男
1．職員の勤務体制等について
2．防災行政無線の運用について

町　政　を　問　う
一 般 質 問

一般質問は、町政全般にわたり、
議員が町当局に対して 執行状況や
政策方針等を質

ただ

すものです。
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議
会
だ
よ
り

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
町
に
・
・
・

町
長

町
が
抱
え
る
課
題
に
一
生
懸
命
、検
討
を

加
え
て
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

人
口
減
少
対
策
が
町
の
最
重
要
課
題
と
考
え
る
が

町
長

町
民
と
一
体
と
な
っ
て
町
の
発
展
に
尽

く
し
た
い

山田 久子 議員

野村 賢一 議員

問
携
帯
電
話
、
地
デ
ジ
テ
レ

ビ
の
難
受
信
、
難
視
聴
地

域
に
対
す
る
町
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

答
企
画
財
政
課
長

携
帯
電
話
の
不
感
エ
リ
ア
と

し
て
、
平
成
25
年
度
の
関
東
通
信
局

の
調
査
に
よ
る
と
、
町
内
42
世
帯
と

判
定
さ
れ
て
い
る
。

　

不
感
エ
リ
ア
を
解
消
す
る
た
め
に

は
、
基
地
局
施
設
等
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
事
業
者
の
採
算
性
の

問
題
か
ら
整
備
が
進
ん
で
お
ら
ず
、

エ
リ
ア
拡
大
が
非
常
に
困
難
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
事
業
者
に

対
し
て
、
整
備
を
要
望
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
の
テ
レ
ビ

受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
今
ま
で
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

平
成
26
年
11
月
現
在
で
、
町
内
で

対
策
が
未
了
な
も
の
は
、
企
業
1
社

の
み
で
、
対
応
方
法
を
確
認
中
と
い

う
こ
と
で
、
伺
っ
て
い
る
。

問
町
の
総
合
交
通
体
形
の
進

捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
企
画
財
政
課
長

平
成
27
年
4
月
か
ら
、
児
童

の
送
迎
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
実
施
す

る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
既
存
の
公
共
交
通
、

交
通
政
策
を
踏
ま
え
、
町
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
、
交
通
弱

者
の
足
を
確
保
す
る
か
、
デ
マ
ン
ド

交
通
や
巡
回
バ
ス
な
ど
の
経
費
を
比

較
し
て
、
高
速
バ
ス
と
一
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
有
害
鳥
獣
対
策
に
対
す
る

個
人
農
家
へ
の
支
援
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
如
何
か
。

答
産
業
振
興
課
長

有
害
鳥
獣
対
策
は
全
国
共
通

の
課
題
で
あ
り
、
柵
の
設
置
要
件
の

緩
和
や
経
費
の
補
助
な
ど
を
、
今
後

も
国
に
対
し
要
望
し
て
い
き
た
い
。

問
6
次
産
業
化
の
観
点
か

ら
、
味
の
研
修
館
や
農
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
、
町
民
が
地
元
の
農
産
物

等
を
加
工
し
、
高
齢
者
の
収
入

や
若
者
の
起
業
の
き
っ
か
け
づ

く
り
に
繋
げ
て
い
け
れ
ば
よ
い

と
思
う
が
如
何
か
。

答
産
業
振
興
課
長

加
工
を
行
う
施
設
で
は
、
食

品
衛
生
管
理
者
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
複
数
の
生
産

者
が
同
一
の
施
設
で
加
工
し
、
営
業

行
為
を
行
う
こ
と
は
公
共
施
設
で
は

難
し
い
。

　

し
か
し
、
6
次
産
業
化
に
つ
い
て

は
、
事
業
内
容
を
精
査
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

問
人
口
減
少
、
過
疎
問
題

は
、
町
長
、
議
会
、
職

員
、
町
民
が
協
働
で
考
え
て
い

く
べ
き
問
題
で
あ
る
と
思
う
が

如
何
か
。

答
町
長

町
の
財
政
状
況
か
ら
、
今
後

も
自
由
度
の
な
い
硬
直
し
た
財
政
運

営
を
強
い
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。

　

町
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、

町
民
に
協
力
を
求
め
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
提
案
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

問
大
多
喜
町
は
過
疎
自
立
支

援
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
が
、
今
ま
で
の
実
績
を
伺
い

た
い
。

答
企
画
財
政
課
長

平
成
23
年
度
か
ら
、
過
疎

地
域
自
立
支
援
促
進
特
別
事
業
債

の
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
、
少
子
化

対
策
事
業
ほ
か
4
事
業
に
、
3
年

度
間
で
９
０
９
０
万
円
の
起
債
を

充
当
し
て
い
る
。

　

ハ
ー
ド
事
業
と
し
て
は
、
3
年
度

間
に
、
養
老
渓
谷
拠
点
施
設
の
整
備

ほ
か
6
事
業
に
2
億
３
５
７
０
万
円

の
起
債
を
充
当
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
歳
入
で
は
、
3
年
度
間

に
4
社
に
対
し
、
固
定
資
産
税
７

２
７
万
6
千
円
の
課
税
免
除
を
実

施
し
て
い
る
。

問
西
中
の
生
徒
数
が
減
少

し
、
部
活
動
等
に
影
響
が

出
て
い
る
。
町
は
生
徒
の
教
育

の
た
め
、
統
合
等
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答
教
育
長

保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
考

え
を
十
分
く
み
取
り
な
が
ら
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
町
は
総
合
基
本
計
画
用
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
委
託
し
た
が
、
職
員

が
知
恵
を
絞
っ
て
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
企
画
財
政
課
長

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
計
業

務
、
結
果
の
分
析
等
を
職
員
が
行
う

と
、
相
当
の
時
間
と
労
力
を
要
し
、

現
在
の
職
員
数
を
考
慮
す
る
と
専
属

的
に
行
う
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
状

況
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
少
子
化
対
策
と
し
て
、
お

母
さ
ん
方
が
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
、
小
児
科
、

産
婦
人
科
の
医
療
機
関
の
確
保
が

重
要
だ
と
思
う
が
如
何
か
。

答
健
康
福
祉
課
長

町
と
し
て
も
、
小
児
科
及
び

産
婦
人
科
の
確
保
は
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
確
保
が
難

し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

今
あ
る
事
業
を
有
効
に
活
用
し
て
、

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
へ
の
切
れ
目
な

い
支
援
体
制
を
強
化
し
た
い
。
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議
会
だ
よ
り

問
上
瀑
橋
か
ら
城
見
ヶ
丘
駅
区

間
で
は
、
朝
・
夕
の
交
通
量

が
非
常
に
多
く
、
相
互
の
走
行
に
も

危
険
が
伴
う
状
況
で
あ
る
。
今
後
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
あ
ま
り
住
宅
が

建
た
な
い
う
ち
に
、
道
路
の
拡
張
に

必
要
な
土
地
の
買
収
を
考
え
て
は
如

何
か
。

小
・
中
学
校
の
今
後
の
統
合
計
画
は

教
育
課
長

状
況
を
見
な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る

町
道
船
子
峯
之
越
線
の
道
路
拡
幅
を
進
め
て
は

建
設
課
長

住
宅
を
建
設
す
る
際
に
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

問
平
成
27
年
4
月
に
総
元
小
と

上
瀑
小
は
、
大
多
喜
小
と
統

合
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
が
、

統
合
後
の
総
元
小
と
上
瀑
小
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
、
町
の
見
解
を
伺
い

た
い
。答

教
育
課
長

体
育
館
は
、
町
民
の
方
々
が

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
活
用
方
法
と
い
う
、
お
お
む

ね
の
方
向
性
は
出
て
い
る
が
、
校
舎

の
活
用
方
法
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　
な
お
、
上
瀑
小
は
、
校
舎
の
一
部

を
学
童
保
育
で
の
活
用
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
総
元
小
、
上
瀑
小
と
も

に
、
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
位
置

づ
け
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。問

中
学
校
で
は
、
生
徒
数
の
減

少
で
、
部
活
数
が
減
り
、
自 麻生 勇 議員

志関 武良夫 議員

分
の
好
き
な
部
活
を
す
る
た
め
に
、

学
区
外
の
中
学
校
に
通
う
事
態
が
起

き
て
い
る
。

　
ま
た
、
小
学
校
の
児
童
数
の
減
少

は
、
中
学
校
の
問
題
で
も
あ
る
と
考

え
る
。

　
近
い
将
来
、
中
学
校
の
統
合
問

題
、
小
学
校
の
統
合
問
題
が
起
き
る

と
思
わ
れ
る
が
、
町
の
見
解
を
伺
い

た
い
。答

教
育
課
長

年
々
児
童
、
生
徒
数
が
減
っ

て
い
く
中
で
、
学
校
統
合
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

　
現
在
、
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

は
総
元
小
、
大
多
喜
小
、
上
瀑
小
の

統
合
が
決
ま
っ
て
お
り
、
平
成
27
年

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
将
来
の
小
学
校

の
統
合
、
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

は
、
そ
の
統
合
後
の
状
況
を
見
な
が

ら
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
相
談

し
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
県
内
で
も
、
市
町
村
設
置
の

小
中
一
貫
校
が
開
設
さ
れ
て

お
り
、
大
多
喜
町
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
如
何
か
。

答
教
育
長

小
中
一
貫
校
に
つ
い
て
は
、

敷
地
の
問
題
、
教
職
員
の
問
題
な
ど

を
考
え
る
と
、
現
時
点
で
は
難
し
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
大
多
喜
町
で
は
、
小
中
学

校
の
教
員
の
連
携
が
非
常
に
よ
く
と

れ
て
い
る
た
め
、
中
1
ギ
ャ
ッ
プ
を

抱
え
る
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ

と
か
ら
、
小
中
一
貫
校
の
検
討
は
考

え
て
い
な
い
。

▲通勤時間帯の町道船子峯之越線

答
建
設
課
長

ご
指
摘
の
上
瀑
橋
か
ら
城

見
ヶ
丘
駅
の
町
道
船
子
峯
之
越
に
つ

い
て
、
交
通
量
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
の
路
線
は
、
上
瀑
橋
の
建
設
の

際
に
踏
切
ま
で
の
拡
張
も
計
画
さ

れ
、
平
成
16
年
か
ら
用
地
買
収
を
行

い
、
橋
梁
の
前
後
は
ご
協
力
い
た
だ

け
た
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、

用
地
の
確
保
が
難
航
し
、
計
画
し
て

い
た
範
囲
を
拡
幅
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

　
今
後
も
、
道
路
部
分
の
拡
幅
に

対
し
て
の
用
地
の
協
力
は
難
し
い

と
見
込
ま
れ
る
た
め
、
住
宅
を
建

設
す
る
際
に
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
、
道
路
用
地
が

確
保
で
き
る
よ
う
な
か
た
ち
で
住

宅
を
建
て
て
い
た
だ
き
、
後
々

に
、
道
路
拡
幅
の
際
に
、
住
宅
を

建
て
た
方
よ
り
用
地
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
道
路
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
住
宅
を
建
て
る
際
に
、
住
人

に
協
力
を
求
め
る
と
い
う
の

は
、
筋
違
い
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

現
実
的
に
考
え
て
、
少
し
考
え
が
甘

す
ぎ
る
と
思
う
。

　
今
現
在
、
住
宅
が
建
た
な
い
う
ち

に
、
地
権
者
に
相
談
を
か
け
て
、
協

力
を
仰
ぐ
の
で
あ
れ
ば
よ
い
が
、
住

宅
を
建
て
る
と
き
に
な
っ
て
か
ら
相

談
す
る
の
は
、
道
理
に
合
わ
な
い
の

で
は
な
い
か
。

答
建
設
課
長

住
宅
を
建
て
る
前
に
建
築
確

認
の
申
請
が
あ
る
。
そ
の
時
点
で

町
で
協
議
に
入
る
の
で
、
そ
の
際

に
、
申
請
者
の
方
に
道
路
拡
幅
の

計
画
を
説
明
し
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
建
築
の
際
に
、
道
路
用
地

分
の
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
て
下
が
っ

て
い
た
だ
く
か
た
ち
で
、
用
地
を

残
し
て
い
た
だ
き
、
家
を
建
て
て

い
た
だ
く
よ
う
に
、
お
願
い
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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議
会
だ
よ
り

問
「
大
多
喜
町
が
い
い
」
と

今
、
暮
ら
し
て
い
る
住
民
が

思
え
る
町
づ
く
り
こ
そ
が
、
人
口
減

対
策
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
だ
と
思

う
。
住
民
の
健
康
づ
く
り
は
そ
の
中

の
大
き
な
柱
で
あ
る
。
一
人
で
も
多

く
の
方
が
健
康
で
生
き
生
き
暮
ら
せ

る
よ
う
、
そ
の
お
手
伝
い
と
し
て
予

防
接
種
の
拡
充
を
求
め
た
い
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
便
性
の
向
上
を

企
画
財
政
課
長

社
協
と
夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

管
理
者
と
で
、協
議
す
る
こ
と
が
必
要

予
防
接
種
の
助
成
拡
充
を

健
康
福
祉
課
長

国
の
動
向
等
を
注
視
し
て
対
応
し
た
い

渡辺 泰宣 議員

野中 眞弓 議員

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
和

室
大
広
間
は
畳
の
部
屋
で

あ
る
た
め
、
座
っ
た
姿
勢
で
会
合

す
る
こ
と
が
、
高
齢
者
に
は
困
難

な
こ
と
が
あ
る
。
当
該
施
設
を
利

用
す
る
機
会
が
多
い
高
齢
者
に
配

慮
し
た
改
修
は
で
き
な
い
か
伺
い

た
い
。

答
企
画
財
政
課
長

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
夷

隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

が
発
足
し
て
、
最
初
に
取
り
上
げ

た
事
業
で
、
建
物
は
昭
和
49
年
9

月
に
完
成
し
、
平
成
3
年
に
大
規

模
改
修
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

現
在
も
夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
の
所
有
で
、
大
多
喜
町

社
会
福
祉
協
議
会
が
指
定
管
理
者

と
し
て
管
理
を
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
施
設
の
大
規
模
改

修
は
、
夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
管
理
者
と
指
定
管
理
者

と
の
管
理
に
関
す
る
基
本
協
定
書

に
基
づ
き
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
管
理
者
で
協
議
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
町
か
ら
の
回
答
は
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

し
か
し
、
足
の
具
合
の
悪
い
方

用
の
座
イ
ス
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
購
入
に
向
け
て

協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
施
設
修
繕
の
目
安
は
あ
る
の

か
。

答
企
画
財
政
課
長

大
規
模
な
修
繕
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
で
あ
る
夷
隅
郡
市
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
が
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
簡
易
な
修
繕
等

に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
で
あ
る

社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
は
、
大
規

模
な
修
繕
で
は
な
い
も
の
に
つ
い

て
、
で
き
る
限
り
協
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
表
玄

関
は
、
雨
よ
け
が
な
く
、
不

便
と
思
わ
れ
る
が
、
改
修
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答
企
画
財
政
課
長

表
玄
関
の
ひ
さ
し
に
つ
い
て

は
、
ス
ロ
ー
プ
を
新
た
に
設
置
し
た

と
き
に
、
ひ
さ
し
部
分
が
足
ら
な
く

な
っ
た
と
伺
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ひ
さ
し
部
分
の
改
修
に
つ
い

て
は
、
バ
ス
の
乗
降
時
を
考
慮
す
る

と
か
な
り
高
さ
の
あ
る
も
の
を
設
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の

で
、
や
は
り
建
物
の
大
規
模
な
修
繕

に
該
当
す
る
と
考
え
る
。

　

ま
ず
、
現
在
実
施
し
て
い
る
予
防

接
種
と
助
成
の
有
無
を
伺
い
た
い
。

答
健
康
福
祉
課
長

子
ど
も
の
場
合
は
、
ジ
フ
テ

リ
ア
、
百
日
せ
き
、
ポ
リ
オ
、
麻

疹
、
風
疹
、
日
本
脳
炎
、
破
傷
風
、

結
核
、
ヒ
ブ
感
染
症
、
小
児
の
肺
炎

球
菌
感
染
症
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
マ
ー
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
、
水
痘
の
12
種
類
の

感
染
症
が
無
料
で
あ
る
。

　

任
意
接
種
の
、
お
た
ふ
く
風
邪
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
Ｂ
型
肝
炎
、
ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
等
は
、
本
町
で
は
全
額

自
己
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
高
齢
者
の
場
合
は
、
定

※

期
接
種
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
高

齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
予
防
接

種
に
対
し
、
各
々
2
千
円
の
助
成
を

実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染

症
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
町
独

自
で
、
65
歳
以
上
で
定
期
接
種
に
該

当
し
な
い
方
に
対
し
て
も
、
2
千
円

の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

問
国
が
費
用
負
担
を
し
な
い
子

ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
に
、
町
独
自
の
助
成
を
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

答
健
康
福
祉
課
長

今
現
在
で
、
助
成
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

問
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
学

級
閉
鎖
の
有
無
は
。

答
教
育
課
長

平
成
22
年
度
は
11
日
、
平

成
23
年
度
が
4
日
、
平
成
25
年
度

が
3
日
、
平
成
26
年
度
は
今
の
と

こ
ろ
な
い
。

問
学
級
閉
鎖
の
場
合
、
学
童
保

育
で
は
朝
か
ら
児
童
を
預
か

る
の
か
。

答
子
育
て
支
援
課
長

学
校
が
休
校
の
場
合
は
預
か

ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

問
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
は
２
度
目
以
降
に
も
助
成

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
健
康
福
祉
課
長

今
後
の
国
の
動
向
等
を
注
視

し
て
対
応
し
た
い
。

※
定
期
接
種

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、
市
区
町

村
の
責
任
で
行
わ
れ
る
。
公
費
負
担

あ
り
。
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議
会
だ
よ
り

問
町
は
人
口
減
少
と
い
う
慢
性

的
な
病
気
に
か
か
っ
て
い

る
。
早
く
治
療
し
な
い
と
病
気
は
進

み
、
体
力
も
落
ち
て
く
る
。
効
果
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
す
ぐ
や
る

べ
き
で
は
。

答
企
画
財
政
課
長

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

社
会
復
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
を
誘
致
し
て
は

企
画
財
政
課
長

誘
致
は
考
え
て
い
な
い

人
口
減
少
に
危
機
感
を
持
っ
て
対
策
を

企
画
財
政
課
長

積
極
的
に
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
検
討

し
、
必
要
な
対
策
を
進
め
て
い
き
た
い

吉野 僖一 議員

根本 年生 議員

問
人
口
減
少
問
題
及
び
、
町
の

活
性
化
の
た
め
、
犯
罪
傾
向

の
進
ん
で
い
な
い
受
刑
者
を
収
容
対

象
者
と
し
た
、
「
社
会
復
帰
支
援
セ

ン
タ
ー
」
の
誘
致
を
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
一
案
と
し
て
提
案
し
た
い

が
如
何
か
。

答
企
画
財
政
課
長

社
会
復
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
の

一
例
と
し
て
、
喜
連
川
社
会
復
帰
支

援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ

ろ
、
東
日
本
で
唯
一
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法

（
民
間
手
法
）
と
、
構
造
改
革
特
区

制
度
を
活
用
し
た
刑
務
所
で
、
国
と

民
間
事
業
者
が
相
互
の
持
ち
味
を
生

か
し
、
官
民
協
働
に
よ
る
運
営
を
行

う
こ
と
と
、
構
造
改
革
特
区
の
認
定

を
受
け
た
地
域
の
社
会
資
源
を
有
効

活
用
し
、
「
地
域
と
の
共
生
」
を
基

本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
お
り
、

敷
地
は
東
京
ド
ー
ム
の
約
9
倍
の
広

さ
、
収
容
人
員
は
2
千
人
、
収
容
対

象
者
は
、
犯
罪
傾
向
の
進
ん
で
い
な

い
男
子
受
刑
者
で
、
平
成
19
年
10
月

に
完
成
し
た
と
の
記
録
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
喜
連
川
に
は
以
前
、
黒
羽

刑
務
所
の
支
所
で
あ
る
喜
連
川
刑
務

所
が
あ
り
、
平
成
11
年
に
廃
止
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
社
会
復
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
法
務
省
が
推
進
す
べ
き
も
の
だ

と
考
え
る
が
、
大
多
喜
町
と
喜
連
川

と
は
背
景
が
全
く
異
な
っ
て
お
り
、

地
域
住
民
の
建
設
計
画
に
対
す
る
理

解
を
得
る
こ
と
は
、
非
常
に
難
し
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
従
っ

て
、
当
該
施
設
の
誘
致
は
考
え
て
い

な
い
。

問
「
社
会
復
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
刑
務
作
業
、

職
業
訓
練
、
矯
正
教
育
な
ど
の
社
会

復
帰
に
向
け
た
更
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に

よ
る
施
設
の
誘
致
に
よ
っ
て
、
雇
用

の
場
の
増
加
や
、
施
設
で
働
く
職
員

（
刑
務
官
、
民
間
社
員
及
び
そ
の
家

族
）
の
生
活
活
動
に
伴
う
経
済
効
果

が
期
待
さ
れ
る
と
思
う
。
ま
た
、
今

後
の
国
有
林
の
管
理
や
道
路
整
備
な

ど
も
考
慮
し
て
、
地
域
活
性
化
の
た

め
に
施
設
の
誘
致
に
手
を
挙
げ
る
か

否
か
、
再
度
、
伺
い
た
い
。

答
企
画
財
政
課
長

仮
に
民
間
主
導
で
す
べ
て
行

う
の
で
あ
れ
ば
、
町
と
し
て
全
面

的
に
反
対
す
る
こ
と
は
現
時
点
で

考
え
て
は
い
な
い
が
、
地
域
の
理

解
を
得
る
と
い
う
問
題
が
一
番
の

課
題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ

て
、
町
と
し
て
積
極
的
に
手
を
挙

げ
る
予
定
は
な
い
。

問
各
地
区
の
実
情
に
合
わ
せ
た

対
策
が
必
要
だ
と
思
う
が
如

何
か
。答

企
画
財
政
課
長

人
口
減
少
の
要
因
は
各
地
区
で

異
な
る
の
で
、
各
地
区
に
合
わ
せ
た
人

口
対
策
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

問
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
は
、
最
低
、
何
人
位

の
人
口
が
必
要
な
の
か
。

答
企
画
財
政
課
長

平
成
37
年
度
に
は
、
8
千
5

人
に
な
る
と
い
う
推
計
が
出
て
い

る
。
こ
の
推
計
を
、
上
回
る
よ
う
な

数
値
目
標
を
定
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

問
町
の
施
策
を
内
外
に
宣
伝
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
企
画
財
政
課
長

町
が
行
っ
て
い
る
施
策
を
知

ら
な
い
町
民
も
多
い
。
町
の
良
さ
を

宣
伝
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
可

能
な
こ
と
か
ら
情
報
を
発
信
し
た

い
。問

N
P
O
法
人
大
多
喜
み
ら
い

塾
（
以
下　

み
ら
い
塾
）
主

催
で
、
移
住
者
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

た
が
、
感
想
を
伺
い
た
い
。

答
産
業
振
興
課

移
住
者
は
、
町
の
良
さ
に
魅

か
れ
、
移
住
し
て
き
て
い
る
が
、
不

安
や
悩
み
も
抱
え
て
い
る
。

　

移
住
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
定
期
的

な
懇
談
会
の
開
催
、
役
場
内
に
相
談

し
や
す
い
体
制
を
つ
く
る
な
ど
、
移

住
者
を
快
く
迎
え
ら
れ
る
環
境
を
、

町
全
体
で
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
感

じ
た
。

問
移
住
者
を
呼
ぶ
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
が
必
要
と
思
う
が
。

答
産
業
振
興
課
長

レ
ン
ゲ
ま
つ
り
、
田
舎
体

験
、
古
民
家
再
生
な
ど
、
町
の
特
色

を
活
か
し
た
都
市
農
村
交
流
事
業

を
、
み
ら
い
塾
と
協
力
し
な
が
ら
進

め
た
い
。

問
み
ら
い
塾
の
活
動
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

答
産
業
振
興
課
長

移
住
者
を
増
や
し
た
こ
と
、

都
市
農
村
交
流
事
業
を
目
的
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
「
な
ん
で
も

鑑
定
団
」
の
収
録
な
ど
で
、
町
が
マ

ス
コ
ミ
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
機

会
が
増
え
た
こ
と
な
ど
、
町
の
よ
さ

を
県
内
外
に
発
信
し
て
い
る
功
績

は
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。
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議
会
だ
よ
り

職
員
の
人
事
処
遇
は

総
務
課
長

職
員
の
適
正
及
び
部
署
の
構
成
に
配
慮

し
て
い
る吉野 一男 議員

問
人
事
異
動
の
基
準
は
あ
る
の

か
。

答
総
務
課
長

人
事
異
動
の
基
準
は
特
に
定

め
て
い
な
い
が
、
方
針
と
し
て
、

若
い
職
員
に
つ
い
て
は
3
年
を
め

ど
に
異
動
し
て
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
部
署
を
経
験
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
。　
　

　

ま
た
、
そ
の
後
は
、
職
員
の
適

正
を
判
断
し
て
異
動
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

問
庁
内
に
は
数
年
以
上
、
同
一

課
に
あ
っ
て
異
動
し
て
い
な

い
職
員
も
い
れ
ば
、
1
・
2
年
で
頻

繁
に
異
動
し
て
い
る
職
員
も
見
受
け

ら
れ
る
。
長
期
在
職
者
、
短
期
在
職

者
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
に

基
づ
い
て
対
処
し
て
い
る
の
か
。

答
総
務
課
長

技
術
系
の
職
員
に
つ
い
て

は
、
あ
る
程
度
の
経
験
が
必
要
と

な
る
た
め
、
同
一
の
部
署
に
長
期

間
在
職
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　

そ
れ
以
外
の
職
員
に
つ
い
て
は
、

あ
ま
り
長
期
間
に
わ
た
っ
て
同
一
の

部
署
に
留
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い

る
が
、
業
務
の
都
合
で
長
期
間
在
職

す
る
場
合
も
あ
る
。

問
異
動
に
際
し
て
、
職
員
に
異

動
希
望
調
査
を
行
っ
て
い
る

の
か
。答

総
務
課
長

全
職
員
に
対
し
て
、
異
動

希
望
調
査
を
所
定
の
様
式
に
記
入

し
て
提
出
す
る
方
式
で
行
っ
て
い

る
。問

臨
時
職
員
の
任
用
状
況
（
職

種
・
人
数
・
任
用
年
数
）
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
総
務
課
長

臨
時
職
員
の
主
な
職
種
は

保
育
士
、
調
理
員
、
作
業
員
及

び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
介
護

員
が
挙
げ
ら
れ
る
。
人
数
は
現
在

63
名
お
り
、
任
用
期
間
は
6
カ
月

で
、
必
要
に
応
じ
て
更
新
を
し
て

い
る
。

問
職
員
の
再
任
用
に
つ
い
て
、

平
成
27
年
度
の
任
用
計
画
は

あ
る
の
か
。

答
総
務
課
長

再
任
用
は
、
定
年
退
職
者
で

あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
た
め
、

対
象
者
に
希
望
を
と
る
こ
と
と
な

る
。

　

平
成
27
年
度
は
5
名
程
度
の
採

用
を
予
定
し
て
い
る
。

問
再
任
用
職
員
に
対
す
る
町
の

考
え
は
。

答
総
務
課
長

再
任
用
職
員
の
賃
金
は
、

現
役
と
比
べ
る
と
非
常
に
低
い
た

め
、
職
員
の
給
与
は
総
額
で
抑
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
考
え
方
に
よ
っ
て
は
非
常
に

効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ど
う
な
っ
た　
　

あ
の
提
案

？！

追跡
　

定
例
会
12
月
会
議
で
「
大
多
喜
町
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
」
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
大
多
喜
町
で
は
、
通
院
医
療
費
が
小
学
6
年
生
ま
で
、
入

院
医
療
費
が
中
学
3
年
生
ま
で
を
対
象
に
医
療
費
の
助
成
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
更
な
る
保
護
者
の
負
担
軽
減
か
つ
子
育
て
支
援
体
制

の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
27
年
4
月
か
ら
通
院
医
療
費

助
成
を
中
学
3
年
生
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

 【
そ
の
後
】

　
平
成
27
年
4
月
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の

　
無
料
化
が
決
定

 【
提
案
】　

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
充
実
を
！

　
　
通
院
医
療
費
助
成
を
来
年
4
月
か
ら
、

　
　
中
学
3
年
生
ま
で
無
料
化
す
る
こ
と
を
要
望

　

平
成
26
年
定
例
会
9
月
会
議
に
お
い
て
、
議

員
発
議
で
可
決
さ
れ
た
「
大
多
喜
町
子
ど
も
医

療
費
助
成
充
実
に
関
す
る
決
議
」
の
、
そ
の
後

の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

（15） 平成27年2月24日広報 おおたき  No.558



議
会
だ
よ
り

定
例
会
10
月
会
議

根本 吉野
一男 麻生 野村 江澤 志関 渡辺 吉野

僖一 山田 野中 小髙 結果

議案第 1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第 1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

【定例会10月会議審議結果】

＊○は賛成　　●は反対
＊小髙議長は議事進行のため、採決に加わりません。

議案
議員

補
正
予
算

議
員
発
議

そ
の
他

次の議会は、3月5日（木）
午前10時からの予定です。

　

定
例
会
10
月
会
議
を
平
成
26
年
10

月
17
日
に
開
催
し
、
補
正
予
算
ほ
か

1
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

 【
議
案
第
1
号
】

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
8
号
）１

１
１
９
千
円
を
増
額

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

46
億
1
千
9
万
9
千
円

 【
補
正
予
算
の
主
な
内
容
】

・
町
営
住
宅
管
理
事
業

１
１
６
万
8
千
円

 【
債
務
負
担
行
為
の
追
加
】

　

⑴
大
多
喜
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
業
務
委
託

　
　

平
成
27
年
度
～
31
年
度

　
　

限
度
額

8
千
１
６
１
万
6
千
円

　

⑵
学
校
給
食
配
送
業
務
委
託

　
　

平
成
27
年
度
～
31
年
度

　
　

限
度
額

5
千
３
５
２
万
8
千
円

 【
発
議
第
1
号
】

米
価
暴
落
に
対
す
る
緊
急
対
策
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
、
内
閣
総

理
大
臣
ほ
か
関
係
大
臣
に
送
付
し
ま

し
た
。

　平成26年から経営所得安定対策が半減し、米価変動補填交付金も
事実上廃止されたことにより、現在も生産費を大幅に下回っている
米価がさらに暴落すると、生産意欲が根底から脅かされることにな
ります。
　政府は主食用米から飼料米への転換を、助成金を増額して誘導し
ていますが、対策の初年度ということもあり、流通その他整備など
が不十分であり、生産現場では十分な対応ができていないのが実情
です。
　大多喜町の基幹産業は農業と観光であり、お米は農家の主要産物
です。
　生産費を大幅に下回る今年の米価は、生産意欲を著しく後退させる
ほか、地域経済にも甚大な影響を及ぼすことから、政府関係機関に対
して、あらゆる対策を取ることを強く要望するものです。

 【
議
員
辞
職
の
件
】

　

正
木
武
議
員
（
小
田
代
）
か
ら
辞

職
願
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
を
許
可
し

ま
し
た
。

 【
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
】

　

議
員
辞
職
に
よ
り
欠
員
と
な
っ
た

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
に
、
野
中

眞
弓
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

 【
夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
議
会
議
員
選
挙
】

　

議
員
辞
職
に
よ
り
欠
員
と
な
っ
た

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

議
会
の
議
員
に
、
麻
生
勇
議
員
が
当

選
し
ま
し
た
。

米価暴落に対する緊急対策を求める意見書の趣旨

　傍聴はどなたでもできますので、ぜひおいでください。
　手続きは、役場中庁舎の傍聴受付で住所、氏名、年齢を
記入するだけです。

○問合せ　議会事務局　☎82－2182（直通）
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議
会
だ
よ
り

定
例
会
11
月
会
議

【定例会11月会議審議結果】

＊○は賛成　　●は反対
＊小髙議長は議事進行のため、採決に加わりません。

条
例

　

定
例
会
11
月
会
議
を
平
成
26
年
11

月
26
日
に
開
催
し
、
条
例
改
正
な
ど

7
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
1
号
】

大
多
喜
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
及
び
県
の
人
事
院
勧
告
に
従

い
、
平
均

0.31
%
の
給
料
の
引
き
上
げ

及
び
賞
与
の
年
間
支
給
額
を

0.15
月
分

引
き
上
げ
る
な
ど
の
改
正
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
2
号
】

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

特
別
職
の
賞
与
に
つ
い
て
は
、
一

般
職
の
職
員
の
賞
与
と
同
じ
支
給
率

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

0.15
月
分
の

引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。

【議案第3号】　　一般会計補正予算（第9号）
【議案第4号】　　国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
【議案第5号】　　介護保険特別会計補正予算（第2号）
【議案第6号】　　水道事業会計補正予算（第2号）
【議案第7号】　　特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第2号）

補正予算

会　　計 補正額 補正後の予算総額 主　な　内　容

一般会計（第9号） 24,607 4,634,706
・職員人件費
・防犯灯ＬＥＤ化事業委託料
・衆議院議員選挙

9,594
7,895
7,118

国民健康保険特別会計
（第2号） 266 1,361,412 ・職員人件費 266

介護保険特別会計
（第2号） 426 1,069,816 ・職員人件費   426

水道事業 補正額 補正後の総予算額 主　な　内　容

収益的 支出 188 487,837 ・職員人件費 188

資本的 支出 27 216,629 ・職員人件費 27

特別養護老人ホーム事業 補正額 補正後の総予算額 主　な　内　容

収益的 支出 2,025 306,865 ・職員人件費 2,025

（単位：千円）

根本 吉野
一男 麻生 野村 江澤 志関 渡辺 吉野

僖一 山田 野中 小髙 結果

議案第1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第2号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第3号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第4号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第5号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第6号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第7号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決

議案
議員
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議
会
だ
よ
り

　

大
多
喜
町
議
会
で
は
、
平

成
26
年
10
月
27
日
・
28
日
に

議
会
議
員
視
察
研
修
で
9
名

の
議
員
が
、
「
長
野
県
上
水

内
郡
飯
綱
町
議
会
」
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

今
、
本
議
会
で
は
、
「
住

民
と
町
議
会
の
懇
談
会
」
を

は
じ
め
、
議
会
基
本
条
例
の

制
定
、
通
年
議
会
の
実
施
な

ど
、
議
会
改
革
を
一
歩
ず
つ

進
め
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
議
員

間
の
共
通
理
解
と
認
識
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
議
会
改
革
を
精

力
的
に
行
い
、
「
議
会
改

革
」
「
政
策
提
言
」
「
人
口

増
対
策
」
な
ど
の
様
々
な
取

り
組
み
を
実
施
し
、
す
で
に

成
果
を
上
げ
て
い
る
飯
綱
町

議
会
を
視
察
し
、
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

飯
綱
町
で
は
、
議
長
と
4

人
の
議
員
が
応
対
し
て
く
だ

3市3町議会議長連絡協議会行政視察 開催
～大多喜町を会場に～

議会議員視察研修 実施
～長野県飯綱町議会を視察～

議会活動報告
その1

議会活動報告
その2

▲工程について説明を受けている様子

　

平
成
26
年
10
月
21
日
、
３

※

市

３
町
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
行

政
視
察
が
、
会
員
相
互
の
資
質

の
向
上
と
交
流
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

行
政
視
察
で
は
、
大
多
喜
町

森
宮
に
あ
る
「
神
保
電
器
株
式

会
社
」
を
視
察
し
、
会
社
の
概

要
や
製
品
の
説
明
を
受
け
た

後
、
工
場
内
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

神
保
電
器
株
式
会
社
は
、
大

正
7
年
に
創
業
し
、
昭
和
3
年

に
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、
大

多
喜
町
に
は
、
森
宮
地
先
に
本

社
と
工
場
、
横
山
地
先
に
第
二

工
場
が
あ
り
ま
す
。

　

業
務
内
容
は
電
気
機
械
器
具

の
製
造
及
び
販
売
で
あ
り
、
特

に
高
品
質
の
コ
ン
セ
ン
ト
や
ス

イ
ッ
チ
な
ど
を
製
造
し
て
い
ま

す
。

　

製
品
の
中
に
は
、
配
線
器
具

と
し
て
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を

受
賞
し
た
商
品
や
、
新
幹
線
を

は
じ
め
と
す
る
鉄
道
車
両
や
産

業
用
機
器
の
配
線
器
具
と
し
て

採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

　

製
品
開
発
に
お
い
て
、
常
に

未
来
を
見
据
え
、
配
線
器
具
と

し
て
の
基
本
性
能
を
備
え
た
上

で
、
操
作
性
・
効
率
性
・
デ
ザ

イ
ン
性
な
ど
の
付
加
価
値
が
高

く
、
さ
ら
に
高
機
能
を
持
ち
あ

わ
せ
た
適
材
適
所
で
理
想
と
な

る
製
品
開
発
に
努
め
て
い
る
姿

に
感
心
し
ま
し
た
。

※
3
市
3
町

　

市
原
市
、
茂
原
市
、
袖
ヶ
浦

市
、
長
柄
町
、
長
南
町
、
大
多

喜
町
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲飯綱町議会から説明を受けている様子

※飯綱町
　長野県北部に位置し、平成17年10月に牟礼村
と三水村の2村が合併して誕生。豊かな自然と清
らかな水を活かし、りんご・水稲をはじめとす
る農業が基幹産業。また、飯綱東高原の日帰り
温泉を中心に、スキー場、ゴルフ場など年間を
通じて多くの観光客が訪れている。
　飯綱町議会は、第6回・7回・9回マニフェスト大賞で「優秀
成果賞」を受賞している。

さ
り
、
議
会
改
革
の
経
過
と

成
果
及
び
今
後
の
課
題
や
、

人
口
増
対
策
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

飯
綱
町
議
会
は
、
議
会
改

革
の
た
め
、
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
町
民
か
ら
厳

し
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
、
議
会
改
革
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
「
学
ぶ
」
議

会
と
し
て
、
活
発
な
議
会
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
議
員
だ
け
で
な
く
、
町

民
の
力
を
借
り
な
が
ら
政
策

を
創
り
、
町
に
対
し
て
政
策

提
言
を
ま
と
め
て
い
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

説
明
を
受
け
た
後
の
質
疑

応
答
で
は
、
議
会
改
革
を
成

功
さ
せ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

や
、
町
民
と
の
協
力
関
係
な

ど
、
予
定
の
時
間
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
議
長

は
じ
め
各
議
員
の
議
会
改
革

に
対
す
る
熱
い
思
い
を
肌

で
感
じ
、
本
議
会
も
町
民
に

信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し

て
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
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議
会
だ
よ
り

定
例
会
1
月
会
議

同

　
意

補
正
予
算

　

定
例
会
1
月
会
議
を
1
月
30
日
に

開
催
し
、
補
正
予
算
ほ
か
1
件
を
同

意
、
可
決
し
ま
し
た
。

【定例会1月会議審議結果】

＊○は賛成　　●は反対
＊小髙議長は議事進行のため、採決に加わりません。

　町民の皆さまには、日ごろから町議会に対しまし
て、ご理解とご協力を賜り、心から感謝申し上げま
す。
　このたびの定例会で、議員各位のご推挙により、議
長ならびに副議長に就任いたしました。誠に身に余

 【
議
案
第
1
号
】

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
12
号
）

5
2
0
8
万
1
千
円
を
増
額

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

47
億
1
千
5
6
6
万
9
千
円

 【
補
正
予
算
の
主
な
内
容
】

・
ふ
る
さ
と
基
金
積
立
金

2
千
９
６
５
万
1
千
円

 【
同
意
第
1
号
】

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

識
見
を
有
す
る
監
査
委
員
の
矢
代

健
雄
氏
（
大
多
喜
）
が
、
2
月
14
日

で
任
期
満
了
の
た
め
、
滝
口
延
康
氏

（
部
田
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

・
海
洋
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

５
２
９
万
2
千
円

 【
繰
越
明
許
費
】

・
電
子
計
算
業
務
費３

７
３
万
7
千
円

・
海
洋
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

５
２
９
万
2
千
円

根
本

吉
野
一
男

麻
生

野
村

江
澤

志
関

渡
辺

吉
野
僖
一

山
田

野
中

小
髙

結
果

議案第 1号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 可決

議案

議員

平成27年定例会1月会議で
議長・副議長、委員会構成が代わりました

◎
委  

員  

長　

渡
邉　

泰
宣

○
副
委
員
長　

吉
野　

一
男

　

委　
　

員　

麻
生　

勇

　

委　
　

員　

山
田　

久
子

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
委  

員  

長　

江
澤　

勝
美

○
副
委
員
長　

吉
野　

僖
一

　

委　
　

員　

根
本　

年
生

　

委　
　

員　

渡
邉　

泰
宣

　

委　
　

員　

山
田　

久
子

　

委　
　

員　

志
関　

武
良
夫

福
祉
経
済
常
任
委
員
会

◎
委  

員  

長　

小
髙　

芳
一

○
副
委
員
長　

麻
生　

勇

　

委　
　

員　

吉
野　

一
男

　

委　
　

員　

野
村　

賢
一

　

委　
　

員　

野
中　

眞
弓

議
会
運
営
委
員
会

◎
委  

員  

長　

江
澤　

勝
美

○
副
委
員
長　

小
髙　

芳
一

　

委　
　

員　

麻
生　

勇

　

委　
　

員　

野
村　

賢
一

　

委　
　

員　

吉
野　

僖
一

議
会
報
編
集
委
員
会

議　長
志関　武良夫

副議長
野村　賢一

る光栄であると同時に、改めてその責任の重さを痛感
し、身の引き締まる思いでございます。
　さて、地域主権の推進に伴い、地方公共団体の自
主、自立と効率的な行政運営が一層求められておりま
す。また、大多喜町の未来像を私たち議会が描いてい
かなければならないという大きな役割を担っておりま
す。
　議会といたしましては、町民の代表として、皆さま
の負託とご期待に沿えるよう全力を尽くして、町政発
展のため努めてまいりますので、今後とも、一層のご
支援とご協力をお願い申し上げ、就任のあいさつとい
たします。

大多喜町議会議長　　　志関　武良夫
大多喜町議会副議長　　野村　賢一　

（19） 平成27年2月24日広報 おおたき  No.558



　

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
「
そ
ら
い
ろ
」
は
、

心
身
の
発
達
に
気
が
か
り
な
と
こ
ろ
が
あ
る
お
子
さ

ん
に
対
し
て
、
そ
の
育
ち
を
支
え
、
ま
た
悩
み
を
抱

え
て
い
る
ご
家
族
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
、
地
域
で

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
を
し
て
い
る
民

間
の
療
養
機
関
で
す
。

　

個
別
療
育
や
小
グ
ル
ー
プ
療
育
を
通
し
て
、
集
団

へ
の
適
応
や
社
会
性
を
身
に
つ
け
て
い
く
た
め
の
支

援
や
学
齢
期
の
学
び
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

困
っ
て
い
る
事
や
気
が
か
り
な
事
へ
の
療
育
を
通

し
て
、
保
護
者
や
家
族
で
で
き
る
支
援
の
方
法
、
保

育
所
や
学
校
な
ど
の
集
団
生
活
の
仕
方
を
一
緒
に
考

え
、
見
通
し
を
つ
け
て
い
く
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

ご
相
談
、
ご
利
用
、
見
学
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー　

そ
ら
い
ろ　

☎
82

−

３
４
２
２　

町
内
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
紹
介（
第
２
回
）

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

そ
ら
い
ろ
（
下
大
多
喜
）

小
規
模
埋
立
て
事
業
申
請
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す

　

大
多
喜
町
内
で
、
５
０
０
㎡
を
超
え
３
０

０
０
㎡
未
満
の
土
地
を
埋
め
立
て
る
場
合
は
許

可
を
必
要
と
し
ま
す
。
こ
の
事
業
申
請
内
容
の

一
部
が
4
月
1
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
水
道
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ　

環
境
水
道
課　

環
境
係　

☎
82

−

２
０
６
７

千
葉
県
特
定
自
動
車
部
品
の

ヤ
ー
ド
内
保
管
等
の
適
正
化
に

関
す
る
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
す

　

4
月
1
日
か
ら
、
千
葉
県
で
は
県
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
の
防
止

や
平
穏
な
生
活
の
確
保
を
目
的
と
し
て
条
例

が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

千
葉
県
に
は
自
動
車
部
品
等
の
解
体
を
行

う
施
設
の
う
ち
、
柵
等
で
覆
わ
れ
た
ヤ
ー
ド

と
い
わ
れ
る
施
設
が
約
５
０
０
箇
所
あ
り
ま

す
。
そ
の
数
は
全
国
的
に
比
べ
特
に
多
く
、

作
業
中
や
保
管
時
に
出
た
油
な
ど
に
よ
る
周

辺
環
境
へ
の
影
響
が
確
認
さ
れ
、
過
去
に
は

盗
難
や
事
故
を
起
こ
し
た
自
動
車
が
解
体
さ

れ
、
県
内
の
ヤ
ー
ド
で
発
見
さ
れ
た
事
例
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
に
よ
る
規
制
の
内
容
と

し
て
は
、
左
記
の
3
つ
を
義
務
付
け
ま
し
た
。

①
届
出
義
務

　

ヤ
ー
ド
内
で
エ
ン
ジ
ン
等
の
自
動
車
部
品

そらいろのサービス
○そらいろ教室	 発達支援の教室です。どなたでもご利用できます。
○のびのび教室	 未就学の児童を対象にした少集団での療育です。
○ともだち教室	 学齢期の児童生徒を対象にした放課後デイサービス
　　　　　　　　		（小集団療育）です。
○保育所等訪問支援　専門家が幼児・児童が通う保育所や学校等を訪問し、	
	 集団生活に溶け込めるようになるための支援を行います。
各事業の実施曜日は異なります。土日祝日も実施しています。

を
保
管
ま
た
は
分
離
す
る
者
に
は
届
出
を

義
務
付
け
。

②
油
等
の
地
下
浸
透
の
防
止
措
置
の
義
務

　

ヤ
ー
ド
内
で
エ
ン
ジ
ン
等
の
自
動
車
部
品

を
保
管
又
は
分
離
に
伴
う
油
等
の
地
下
浸

透
等
の
防
止
策
を
義
務
付
け
。

③
エ
ン
ジ
ン
を
受
け
取
る
際
の
相
手
方
確
認

等
の
義
務

　

自
動
車
盗
等
の
不
正
な
行
為
を
行
い
づ
ら

く
す
る
た
め
、
エ
ン
ジ
ン
の
取
引
の
相
手

方
確
認
や
エ
ン
ジ
ン
の
記
録
作
成
等
を
義

務
付
け
。

　

条
例
の
違
反
行
為
に
対
し
て
は
勧
告
及
び

措
置
命
令
を
発
出
。
違
反
が
認
め
ら
れ
た
場

合
に
、
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
を
実
施
。

　

な
お
、
立
入
検
査
に
際
し
て
は
、
職
員
の

安
全
を
守
る
趣
旨
か
ら
県
警
へ
の
援
助
要
請

が
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
罰
則
と
し
て
措
置

命
令
違
反
は
「
1
年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万

円
以
下
の
罰
金
」
、
届
出
義
務
違
反
は
「
3

月
以
下
の
懲
役
又
は
30
万
円
以
下
の
罰
金
」

と
な
り
ま
す
。

　

現
に
特
定
自
動
車
部
品
ヤ
ー
ド
内
保
管
者

等
で
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
猶
予
期
間
が
あ

り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ

千
葉
県　

環
境
生
活
部　

廃
棄
物
指
導
課

ヤ
ー
ド
対
策
班　

☎
０
４
３

−

２
２
６
３

−

４
６
５
８
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大多喜町地域包括支援センターだより　
～第3回介護教室を開催しました～

●92

〔 〕

「お話」聞けていますか？
　保育園では、季節の行事での集まりの他に、「お話」を聞く機会を設けています。
＜３・４・５歳児＞
○ボランティアさんによる読み聞かせ
○交通安全の日
○避難訓練
○デンジャラスデー（危険な遊びや危ない場所を知る）　など

＜０・１・２歳児＞
○お誕生会
○おはなし会　　など
　未満児の時から、少しずつ集団の中でお話を聞く練習をしています。はじめは落ち着かず、話が聞けないの
は仕方のないことです。回数を重ねるうちに少しずつ上手に聞けるようになっていきます。

 ★子育てアドバイス★
　支援センターひだまり（みつば保育園）、あおぞら（つぐみの森保育園）では紙芝居や絵本の読み聞かせを
行っています。
　また、大多喜図書館では毎月第3日曜日に「おはなし会」を開催していますので、ぜひご参加ください。

子ども自身が「話を聞いてもらえている」という実感をもてるように、
まずはお子さんの話にしっかりと耳を傾けてあげましょう(*^_^*)！

⑫

　1月15日（木）、広域消防本部大多喜分署にて普通救命講習会を開催し、14名の方が参加されました。
　今回の講習では、主に高齢者を介護する家族を対象に、気道確保や心肺蘇生法、AEDの取り扱い方法など
救命に関する基本的なことを中心に講義と実技を行いました。参加者の中には普通救命受講経験者もいました
が、「忘れてしまうのでAEDの操作方法は復習しておく必要がある」「家族のために、受講して良かった」と
の感想が聞かれました。
　救急救命士からは、「高齢者は病気特有の症状が現れにくいので、家族も気が付くのが遅れやすい。日頃か
ら緊急時における心構えや救命方法などを学ぶことで、冷静な判断や対応に繋がる」と参加者へ助言がありま
した。
　地域包括支援センターでは、高齢の方がいつまでも健康な生活を送るために、これからも定期的に各種講座
を開催します。
○問合せ　地域包括支援センター（健康福祉課　介護保険係）☎82－2168（内線267）

○問合せ　子育て支援課　☎82−2152　みつば保育園　☎82−5530　つぐみの森保育園　☎83−1411

◇心肺蘇生(胸骨圧迫と人工呼吸)◇ ◇AEDを使用した救命処置◇ ◇気道異物の除去◇
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( 保健事業予定表 )

3月

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

乳幼児相談 3/4 ☆ 9:30 ～
11:30 みつば保育園

乳幼児とその保護者（対象月の平成
26 年 2 月、7 月、10 月生まれの
方には個別に通知します）

おひさまキッズ（集団） 3/20 13:30 ～ 15:30 保健センター 成長発達で心配のある乳幼児とその
保護者

☆子どもの事業☆

行事名 日　時　 場　所 対　象　者
からだいきいき塾 3/13・27 10:00 ～ 11:30

老人福祉センター 事前に申し込まれている方
うどんＤＥ介護予防！ 3/11・18   9:30 ～ 14:00

☆高齢者の事業☆

行事名 日時　☆受付時間　 実施・集合場所 対　象　者

リズムウォーキング教室Ⅰ 3/4・18
14:00 ～ 15:00 Ｂ＆Ｇ海洋

センター 健康づくりに興味のある方
リズムウォーキング教室Ⅱ 3/11・25

おおたきウォーク 3/16 ☆ 9:15 いすみ鉄道
城見ヶ丘駅

ウォーキングを行ないたい方 ※ 雨天
中止　詳細は下記をご覧ください。

健康づくり教室 火曜日
金曜日

10:00 ～ 11:45
13:15 ～ 17:15

森宮トレーニングセ
ンター おおむね 40 歳～ 74 歳の方

☆大人の事業☆

健康福祉課　保健予防係
 ☎ 82-2168（内線 263 ～ 265）

●申込み・問合せ●  

■ ■  平成 27 年度町健康診査・がん集団検診等日程のお知らせ ■ ■
　平成 27 年度の町健康診査・がん集団検診等の年間予定及び申し込み手続き方法を記載した「平成 27 年度大多喜町健康診査・
がん検診等のお知らせ」（Ａ３判二つ折り）を今月号の広報誌と併せて配布しましたので、是非ご覧のうえ受診してください。
※ 一部の健（検）診会場が変更となっていますので、受診の際はお気を付けください。
 【お申込みが必要な方・不要な方】
　今月号の広報誌とあわせて配布しました「平成 27 年度大多喜町健康診査・がん検診等のお知らせ」をご覧ください。
 【お申込みの方法】
　①書面によるお申し込み　　役場健康福祉課、老川出張所、西畑出張所に設置してある所定の申込用紙に必要事項をご記入の
　　　　　　　　　　　　　　うえ、ご提出ください。※ 申込用紙は、町ホームページからもダウンロードできます。
　②お電話によるお申し込み　「住所、氏名、生年月日、電話番号、希望する健（検）診名」をお知らせください。
 【お申し込みの受付】
　3 月 2 日（月）から受付を開始します。（受付は祝祭日を除く月曜日～金曜日の 8：30 ～ 17：00 です）
　※ お申し込み手続きは各健（検）診の概ね１ヶ月前位までにお願いします。
 【受診の対象とならない方】
　①当該検診の疾患の治療中及び経過観察中の方、②他で同様の検診等を受診される方、③各健（検）診の対象年齢に該当しない方

■ ■  高齢者のよい歯のコンクール選考会参加者募集のお知らせ ■ ■
　町では下記のとおり「高齢者のよい歯のコンクール」の選考会を行います。
　選考の結果、とくに歯の健康が優れている 1 名の方に町の代表として夷隅郡市歯科医師会主催の「高齢者のよい歯のコンクー
ル」に出場していただきます。　　
　ぜひ、参加のお申込みをお願いします。
＜対象者＞　　平成 2 ７年 4 月 1 日　現在 80 歳以上（昭和 10 年 4 月 1 日以前の生年月日の方）で
　　　　　　　自分の歯（かぶせた歯、さし歯でも可）が 20 本以上ある方
＜選考会＞　　日時：4 月 1 ６日（木）13 時 30 分　受付　場所：大多喜町役場中庁舎（保健センター）　　　　　　　　　　
　　　　　　　内容：歯科健康診査、アンケート
＜申込期限＞　4 月 10 日（金）
＜申込先＞　　健康福祉課保健予防係　

　　　　　　　　　　　　　　■ ■  おおたきウォーク♪開催のお知らせ ■ ■
3 月のおおたきウォーク♪は下記のとおり実施します。
＜実施日＞ 3 月 16 日（月）※ 雨天中止　当日 9 時に実施の有無を決定します。
　　　　　防災無線でのお知らせはいたしませんので、不明な場合は下記にお問合せください。
＜集合時間・場所＞　9 時 15 分　いすみ鉄道　城見ヶ丘駅集合
＜行　程＞　いすみ鉄道国吉駅から万木城へ往復 7 キロ歩きます。
　　　　　　城見ヶ丘駅発 9 時 31 分に乗車⇒国吉駅着 9 時 41 分　下車⇒
　　　　　　徒歩にて万木城へ⇒昼食⇒徒歩にて国吉駅へ
　　　　　　国吉駅発　 13 時 18 分に乗車⇒城見ヶ丘駅着 13 時 27 分　下車　　解散
＜持ち物＞　いすみ鉄道往復運賃 520 円、お弁当、飲み物、敷物 
＜その他＞　右記の駐車場所をご利用ください。当日看板でご案内します。申込みは不要です。
　　　　　　当日集合場所にお越しください。
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さん

さん

　ネックレスやようふくのデザインをかんがえ
るデザイナーになりたいです。子どもやおとな
の人に、にあうふくをデザインして、みんなに
よろこんでもらいたいです。

第2回 移住についての懇談会が開催
されました
　1月 30日（金）、中央公民館で、ＮＰＯ法人
大多喜みらい塾主催のもと、移住者と移住希望者
が参加した懇談会が開催されました。
　懇談会は、大多喜での暮らしや、農業などそれ
ぞれが取り組んでいる事業についての情報共有を
はじめ、役場の移住についての窓口の一本化や、
住宅の紹介体制についてなど、活発な議論が交わ
されました。

ようこそ大多喜へ

Ｖｏｉｃｅ　 ― 大多喜を選んだ理由 ―

○問合せ　産業振興課　☎82−2176

家と農地に素敵な出会いが
ありました。空気が良く、
人が良く、住むには最高だ
と思います。

養老渓谷など環境が良かっ
たです。今はないものばか
りで恐縮ですが、花火大会
や、老川小学校も素敵で
した。

山野辺さん（西畑）

小泉さん（老川）

　ぼくのゆめは、画家になることです。絵をか
くのがすきだからです。海やけしきを上手にか
いて、たくさんの人に見てもらえるようにてん
らん会をひらきたいです。

坂
さか

輪
わ

　美
み き

妃
総元小
１年

「ゆめはデザイナー」

藤
ふじ

 平
ひら

　 楓
かえで

総元小
２年

「ぼくの絵をたくさんの人に」

おめでとう３月生まれ ●誕生日の思い出に（3 歳までのお子さん）
●掲載希望者は誕生月の 2 カ月前までに御連絡
　ください。　　　　　　　　　☎ 82-2111

♥
麻
生　

大た
い
ち智

ち
ゃ
ん

♥
君
塚　

蒼そ

ら空
ち
ゃ
ん

【
３
歳
】（
紙
敷
）

【
３
歳
】（
松
尾
）

（
高
士
さ
ん
・
智
子
さ
ん
の
二
男
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ママから一言 ママから一言

お兄ちゃんの後をいつも追いかけています。
いつまでも仲良くいてね。

お兄ちゃん達に負けないくらい元気一杯で仮面ライダー
のまねっこをしている蒼空。蒼い空のような澄んだ心を
持った人になってね。生まれてきてくれてありがとう。

パパ、ママより
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町
長
日
誌
（
1
月
）

善意の心を
ありがとうございます

全国統一防火標語
『もういいかい　火を消すまでは
　まあだだよ』
　3月1日㈰から3月7日㈯まで「春
の全国火災予防運動」が実施され
ます。
　火災は、ちょっとした不注意か
ら起こっています。
　中でも焚き火の拡大や、タバコ
からの出火事例が多く発生してい
ます。火の取り扱いには十分注意
してください。
　消防本部では、火の用心７つの
ポイントを作成し、火災予防を呼
びかけています。
住宅防火　いのちを守る　７つの
ポイント
－３つの習慣・４つの対策―
３つの習慣
○寝たばこは、絶対にやめる。
○ストーブは、燃えやすいものか

ら離れた位置で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れる

ときは、必ず火を消す。
４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用

火災警報器を設置しましょう。
○寝具や衣類及びカーテンからの

火災を防ぐために、防炎品を使
用しましょう。

○火災を小さいうちに消すため
に、住宅用消火器等を設置しま
しょう。

○お年寄りや身体の不自由な人を
守るために、隣近所の協力体制
を作りましょう。

問合せ 夷隅郡市広域市町村圏事
務組合消防本部 予防課 ☎80－
0132

相談例
・登記名義人が先々代のまま

です。
・夫（妻）に全財産を相続させた

いのですが・・・。
・相続人の中に行方不明の人が

いて、遺産分割協議ができま
せん。　

開催期間
　　2月1日から28日までの1か月

間です。具体的な相談の日程
は、ご希望の当会所属司法書士
と連絡を取り、お打合せのうえ
決めて頂きます。（当会所属司
法書士の連絡先は、当会ホーム
ページで確認頂けます）

会場　ご希望の当会所属司法書士
事務所

相談料　無料
予約
　ご希望の当会所属司法書士と連

絡を取り、お打合せのうえ日程
等を決めて頂きます。

問合せ　千葉司法書士会 事務局
　☎043－246－2666
　HP http://chiba.shihoshoshikai.

or.jp/

　クラゲの種類や、生活の様
子、人との関わりを紹介する展示
会です。
　クラゲとはいったい何なのか？
その生活史や不思議な生態を交え
て紹介します。
期間　5月6日（水・振休）まで
関連行事　観察会「クラゲを観察

しよう」3月15日㈰、定員15名
（要申込み）

開館時間　午前9時から午後4時30
分まで（入館は4時まで）

休館日　月曜日（祝日の
場合はその翌日）

入場料　一般200円、高
校・大学生100円、中
学生以下・65歳以上無料

　※有料の駐車場があります。
問合せ
　県立中央博物館分館海の博物館
（勝浦市吉尾123）
　☎76－1133

≪大多喜町ふるさとづくり寄附金≫
（1月分）
申込件数　179件
申込金額　6,942,000円
　ホームページには寄附を公表して
もよいという方の氏名を掲載して
います。こちらもご覧ください。
≪社会福祉協議会福祉基金≫
匿名（2件）　　4,000円
≪東日本大震災義援金≫
コレット商事㈲　　　　        　
取締役 岩瀬秀子 お客様174名　様
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春の全国火災予防運動

  「相続登記はお済ですか月間」
無料相談

マリンサイエンスギャラリー
  「クラゲ展」

問合せ
　勝浦市大森上植野入会地13-2
　みずほ学園　☎76－4321
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結婚相談所

人のお世話が大好きなあなたへ
縁結びをご一緒にいたしましょう。

まずはお電話下さい。
いすみ鉄道  西大原駅前
担当：小安早苗☎0470-64-0577

　町では「広報おおたき」と「大多喜町ホームペー
ジ」に掲載する有料広告を募集しています。
　事業所、企業、お店のPRにご利用ください。
○広報おおたき　下1段／1回………………10,000円
　　　　　　　　下2分の1段／1回…………5,000円
○ホームページ　1枠／1か月………………… 6,000円
○問合せ　　　　総務課　文書広報係　☎82-2111

有料広告を募集しています

　楽しい大多喜町、楽しい地域イ
ベント　楽しいみんなと、楽しい
町を一緒に創って行きましょう。
　下記、開催に向けてお手伝いし
て下さる方を広く募集しています。
第3回 「老川・演日祭」
　3月14日㈯
　大道芸を生演奏で送る「ふるさ

と再生ストーリー」エンターテ
イメントショーの開催

　http://www.facebook.com/
ennitisai 

第2回 「養老渓谷音楽祭2015」
　5月3日、4日（両日開催）
　http://youroukeikokuongakusai.

jimdo.com/ 
問合せ　☎080－2677－4649　小

泉まで

　平成27年度中に次の採用試験
を行います。受験案内などは人
事院ホームページ内で確認でき
ます。詳しくは、人事院関東事務
局までお問い合わせください。
◆総合職試験（院卒者試験、大卒

程度試験）
　受験案内などのＨＰ掲載開始
　2月2日㈪
　受付期間
　4月1日㈬から4月8日㈬まで
　第1次試験日　5月24日㈰
◆一般職試験（大卒程度試験）
　受験案内などのＨＰ掲載開始
　2月2日㈪
　受付期間
　4月9日㈭から4月20日㈪まで
　第1次試験日　6月14日㈰
◆一般職試験（高卒者試験、社会

人試験(係員級）
　受験案内などの配布等開始
　5月11日㈪
　受付期間
（インターネット）
　6月22日㈪から7月1日㈬まで
（郵送・持参）
　6月22日㈪から6月24日㈬まで
　第1次試験日　9月6日㈰
問合せ　人事院関東事務局
　☎048－740－2006～8

　いすみ鉄道では、イベント列
車として好評の夜行列車を運行
します。
日時　3月7日夜から3月8日朝まで

（イベント貸切の夜行列車とし
て運転・予約が必要です。）

問合せ　いすみ鉄道株式会社
　　　　☎82－2161
　　なお、両日は普段いすみ鉄道

の走っていない深夜時間帯にも
列車が走行しますのでご迷惑を
おかけいたしますがご理解とご
協力をお願いいたします。

　また、踏切等の通行の際にも列
車にご注意ください。

　知的障害を持つ人達の日中の
生産活動の成果を展示、販売し
ます。
日時　3月5日㈭
　　　午後1時から午後7時まで
　　　3月6日㈮から8日㈰まで
　　　午前10時から午後7時まで
　　　※8日は午後6時まで
場所
　大多喜ショッピングプラザ「オ

リブ」センターコート
展示販売内容
　花苗（ジュリアン、パンジー、

ビオラ、ガサニア、サクラ草ほ
か）、手芸品、木工品、加工品
など

日時　3月15日㈰
　　　受　付　8：30～
　　　開会式　9：00～
場所　大多喜中学校体

育館
種目
　団体戦　男女共1チーム3名
　個人戦　男女各7名以内
参加費　　無料
参加資格　町内在住・在勤
申込方法
　3月10日㈫までに海洋センター

へ所定の用紙で申し込む。
申込み・問合せ
　大多喜町体育協会事務局（B＆

G海洋センター）☎82－2462

「楽しいふるさと創る会」
スタッフ大募集

国家公務員募集について
人事院から

いすみ鉄道　夜行列車運転

第30回わくわくショップ

第41回町民卓球大会参加者募集
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　国民年金は誰もが加入する制度です。
　日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての方は、国民年金に加入することになります。
　加入者は職業などによって3つのグループに分かれており、それぞれ加入手続きが異なります。
・第１号被保険者
　　自営業者、学生、フリーター、無職の方などで、加入手続きはご自分で住所地の市区役所・町村役場の

国民年金担当窓口で行います。
・第２号被保険者
　　会社員や公務員など、厚生年金保険や共済組合に加入されている方で、加入手続きは勤務先が行います。
・第３号被保険者
　　第２号被保険者に扶養されている配偶者の方で、加入手続きは第２号被保険者の勤務先を経由して行い

ます。
○問合せ　税務住民課保険年金係　☎82－2122（内線251）
　　　　　千葉年金事務所　　　　☎043－242－6320

2日・9日・16日・
21日・23日・30日
31日(図書整理日)

町立図書館
天賞文庫だより
☎82−2459
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国民年金の加入方法

本当にあった医学論文 
倉原　優　著

 「70年も心臓の中に残っていた
弾丸」「床に落ちた食べ物は安全
か?」「ハリー・ポッターの頭痛を
真面目に診断してみた」「ゴキブリ
の抽出物ががんに効く!?」など、実
在する世界のトンデモ医学論文を紹
介する。

・鹿の王　上・下
上橋　菜穂子　著

・トランプゲーム大全
赤桐　裕二　著

・峠しぐれ　　　　　　　　　　
　　　　　　　葉室　麟　著

・波止場浪漫　上・下　　　　　
　　　　　　諸田　玲子　著

・土漠の花　　　　　　　　　　
　　　　　　月村　了衛　著

おはなし会 ▶ 3月15日（日）午前10時30分から　大多喜図書館

3月の休館日
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慶　弔 (1月届 )

転出入 (1月届 )

1 日 子ども習字教室　10:00～　中央公民館

2 月 心配ごと相談(日常生活上の相談）　9:00～12:00　福祉センター （可燃）

3 火 （ペット）

4 水 リズムウォーキング教室　14：00～　海洋センター （可燃）

5 木 ヨガ教室　19:00～20:00　中央公民館 （紙類）

6 金 （可燃）

7 土 ジュニアスポーツ・キンボール教室　9：00～11：30　海洋センター

8 日 （休日受付）

9 月 （可燃）

10 火 （不燃）

11 水 中学校卒業式
リズムウォーキング教室　14：00～　海洋センター （可燃）

12 木 ヨガ教室　19:00～20:00　中央公民館 （缶類）

13 金 （可燃）

14 土

15 日 おはなし会　10：30～　図書館
第41回町民卓球大会　8：30～　大多喜中体育館

16 月 心配ごと相談（結婚相談、人権相談、行政相談）10:00～15:00
福祉センター （可燃）

17 火 総元小卒業式
トットくらぶ　9:30～　みつば保育園 （ペット）

18 水 西小・大多喜小・上瀑小卒業式
リズムウォーキング教室　14：00～　海洋センター （可燃）

19 木 ヨガ教室　19:00～20:00　中央公民館 （びん）

20 金 （可燃）

21 土

22 日 総元小　閉校式
子ども習字教室　10:00～　中央公民館

23 月 心配ごと相談(日常生活上の相談)　9:00～12:00　福祉センター
農業委員会　14：00～　大会議室 （可燃）

24 火 ぬくもり給食会　福祉センター （ペット）

25 水 リズムウォーキング教室　14：00～　海洋センター
ひまわり会　 （可燃）

26 木 ヨガ教室　19:00～20:00　中央公民館
保育園卒園式　9：30～　みつば保育園　つぐみの森保育園 （紙類）

27 金 （可燃）

28 土 大多喜さくらまつり　10：00 ～15：00　大多喜城

29 日 上瀑小　閉校式

30 月 （可燃）

31 火 （ペット）

交通事故発生状況

人口と世帯

3月 弥
や よ い

生

Ｍarch

平成 27 年 2 月 1 日現在
人　口 9,904 人 （－33）

男 4,830 人 （－18）
女 5,074 人 （－15）

世帯数 3,884 世帯 （－ 7）
（　）は、前月比

発生件数 2 件
死 者 数  0 人
傷 者 数 2 人 

　

出　生 7 人
死　亡 20 人

転　入 14 人
転　出 34 人

火災件数 0 件
救急件数 33 件

内訳
2 件

23 件
8 件

交通事故
急　　病
そ  の  他

ごみ収集日：可燃⇒可燃ゴミ、紙類⇒新聞紙・雑誌・ダンボール等、缶類⇒スチール・アルミ・一斗缶等、
　　　　　　ペット⇒ペットボトル・食用廃油・プラマーク製品、不燃⇒その他不燃ゴミ（ガラス・金属・ポリ容器等）
　　　　　　びん⇒飲用できるびん

こども急病電話相談　毎日夜間　午後７時～１０時 　☎＃８０００（ダイヤル回線からは０４３−２４２−９９３９）

《夜間・日曜・祝日など》

夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防本部
☎８０－０１１９

◇当番医の紹介◇

おおたき119 (1月中 )

1 月中（人身事故件数）
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○問合せ　健康福祉課　保健予防係
☎82-2168

21

「卵トマト丼」
＜作り方＞
①トマトはひと口大に、長ねぎはみじん切
りにする。

②ほうれん草、もやしは茹でる。ほうれん
草は４ｃｍの長さに切り、塩をひとつま
み、ごま油小さじ１で下味をつけ、もや
しも同様に下味をつけておく。

③卵に、残りの塩、牛乳を加えて混ぜる。
④フライパンに残りのごま油小さじ２を熱
し、長ねぎを加えて炒める。トマトを入
れ、こしょうをふる。さらに③の溶き卵
を加えて大きくかき混ぜ、半熟状になっ
たら火を止める。

⑤器にご飯を盛り、②のほうれん草、もや
しをのせ、④を盛り付ける。

　生活習慣病教室を
　　行いました♪
　１月に、大多喜町食生活改善協議会主催の
「TUNAGU」（生活習慣病予防教室）を実施し
ました。
　講義は、健康寿命、メタボリックシンドロー
ム、減塩、食事バランス、ロコモティブシンド
ロームなど、盛りだくさんの内容についてお話が
ありました。調理実習では、「卵トマト丼」と「れ
んこん汁」を作りました。お野菜たっぷりの５００
Kcal塩分2ｇランチは、とても好評でした。
　この教室は、地域のみんなが一緒になって健康
づくりに取り組むことを目的としており、先生も
生徒も大多喜町の住民で実施されました。参加者
からは、「とても楽しく勉強することが出来まし
た。」「これからは、食事と運動に気をつけてみ
たいと思います。」などの感想を聞く事が出来ま
した。

ぶらり大多喜町

「匠の技」で板金を自在に操る 磯野  恒夫さん（市川）

 「技術は、先代に頼らず、独学です。」
　銅板で作られた今年の干支「羊」。建築板金工として高度な
技術を持ち、「ものづくりマイスター」として厚生労働省から
認定される磯野さんの作品です。ねずみ年から始め、今年で8
年目になる銅板の干支は、自らデザインを考え、特殊な薬品を
使い、経験と卓越した技能を存分に費やした逸品で、県や町に
も贈られています。
　また、県事業の「手づくり未来教室」では、各地の小学生に銅
板加工技術を指導し、ものづくりの技能と楽しさを伝えていま
す。小学生から寄せられた感想文集は、磯野さんの宝物です。
※役場本庁舎の1階に作品を展示しています。

大多喜町にこの人あり

＜作り方＞
①トマトはひと口大に、長ねぎはみじん切

②ほうれん草、もやしは茹でる。ほうれん

③卵に、残りの塩、牛乳を加えて混ぜる。
④フライパンに残りのごま油小さじ２を熱

⑤器にご飯を盛り、②のほうれん草、もや

材　料（4人分）

ごはん …… 600ｇ
トマト …… １個
長ねぎ …… 1/4本
ほうれん草 100ｇ
もやし …… 80ｇ
卵 ………… ４個
牛乳 ……… 大さじ４

ごま油………… 小さじ４
塩……………… 小さじ1/3
こしょう……… 少々
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